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■ 図表２　道内で“サツマイモ産地化”の動きが広がっている主な背景　　　　　　

気候変動

需給動向

品質メリット

品種改良

栽培効率

項 目 内  容

・地球温暖化の影響により、経済栽培可能地域の北限が北上。

・健康維持等に効果の期待できる食材としての人気の高まり。
・東南アジア等での「焼き芋」ブームを受け輸出向け需要が増加。
・九州の主産地が、2018年秋以降の病害拡大で生産量低下。
・“ふかし芋”にした時、同品種同時期収穫の道外産と比べ、しっとり・ねっとり感や甘
みが強い傾向（生育期・収穫期における低温が、でんぷん質の粒を小さくするなどの
作用）。

・冷涼地向け新品種の研究が進む（「ゆきこまち」の開発等）。

・寒冷気候で害虫（センチュウ）が路地越冬できず。このため、防除頻度が少なくて済み
手間がかからない。また、病害リスク、連作障害リスク、施薬コストの低減が期待できる。

（出所）各種資料等をもとに道銀地域総合研究所作成

（注）2023年産は概数値。
（出所）農林水産省「作物統計調査」（かんしょ部門）
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（注1）2020年産の生産量は公表がないため、道銀地域総合研究所が推計（2020年産の作付面積×
       2017年産の単位収量）。 （注2）2023年産は概数値。
（出所）農林水産省「作物統計調査」（かんしょ部門）

100

80

60

40

20

0

2,000

1,500

1,000

500

0
605 309 281 412 448 1,870

（ha） （t）

24
15 14

23 25

100

■ 図表1 サツマイモの作付面積と生産量　　　　　
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サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
面
積
お
よ
び
生
産
量（
出
所
：
農

林
水
産
省「
作
物
統
計
調
査
」）を
み
る
と
、全
国
で
は
、

生
産
農
家
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
を
背
景
に
10
数

年
来
、ど
ち
ら
も
減
少
基
調
で
推
移（
図
表
１-

①
）。

ま
た
、そ
の
７
〜
８
割
を
上
位
４
県（
鹿
児
島
・
茨
城
・
千

葉
・
宮
崎
）が
占
め
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
な
か
、こ
れ
ま

で
栽
培
に
は
不
適
と
さ
れ
て
き
た
冷
涼
地
の
北
海

道
で
は
、2
0
2
3
年
産
の
作
付
面
積
が
1
0
0
h
a

（
2
0
2
0
年
産
比
４
倍
）、生
産
量
が
1,
8
7
0
ｔ

（
同
4
・
2
倍
）と
直
近
３
年
間
で
急
増（
図
表
１-

②
）。

作
付
面
積
・
生
産
量
と
も
、全
国
に
占
め
る
割
合
は

0
・
3
％
程
度
と
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、産
地
化
に
向
け

た
動
き
が
着
実
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

    

温
暖
化
に
よ
る
栽
培
適
地
の

  

北
上
と
と
も
に
各
種
主
体
が

  

産
地
化
を
後
押
し

　　
道
内
に
お
い
て
、〝
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
〞に
向
け
た

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
背
景
に
は
、気
候
変
動
の
影
響
、

国
内
外
に
お
け
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
需
給
動
向
、道
内
栽

培
な
ら
で
は
の
品
質
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、様
々
な
要
因
が
あ

る
よ
う
で
す（
図
表
２
）。

　
こ
う
し
た
追
い
風
要
因
を
捉
え
、Ｊ
Ａ
系
統
の
連
合

会
組
織
や
民
間
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
企
業
な
ど
各

種
主
体
が
、栽
培
農
家
の
組
織
化
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。恵
庭
市
に
本
社
を
置
き
、道
産
農
産
物
の
道

内
外
向
け
流
通
を
担
う
地
域
商
社
・
株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｌ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ（
以
下
、Ｈ
Ａ
Ｌ
社
）も
そ
う
し
た
主
体
の

一
つ
。延
べ
1
5
0
の
道
内
生
産
農
家
と
契
約
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す
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金
時
芋
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種
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①
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り
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を
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定
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、栽
培
農
家
９
軒
で
生
産
量
16
ｔ
の
実
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で

し
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。道
内
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高
系
14
号
」に
つ
い
て
は
、収
穫
後
数
ヵ

月
保
管
す
る
こ
と
で
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
に
な
り
、か

つ
甘
み
も
強
く
な
る
こ
と
を
実
際
に
確
認
。そ
し
て
、収

量
効
率
、収
穫
作
業
や
販
売
の
し
や
す
さ
な
ど
を
総
合

的
に
評
価
し
、２
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目
か
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作
付
品
種
を
ほ
ぼ「
高

系
14
号
」に
絞
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サ
ポ
ー
ト
し
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い
ま
す
。
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取
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。
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（注1）2020年産の生産量は公表がないため、道銀地域総合研究所が推計（2020年産の作付面積×
       2017年産の単位収量）。 （注2）2023年産は概数値。
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い
て
、〝
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
〞に
向
け
た

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
背
景
に
は
、気
候
変
動
の
影
響
、

国
内
外
に
お
け
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
需
給
動
向
、道
内
栽

培
な
ら
で
は
の
品
質
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、様
々
な
要
因
が
あ

る
よ
う
で
す（
図
表
２
）。

　
こ
う
し
た
追
い
風
要
因
を
捉
え
、Ｊ
Ａ
系
統
の
連
合

会
組
織
や
民
間
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
企
業
な
ど
各

種
主
体
が
、栽
培
農
家
の
組
織
化
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。恵
庭
市
に
本
社
を
置
き
、道
産
農
産
物
の
道

内
外
向
け
流
通
を
担
う
地
域
商
社
・
株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｌ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ（
以
下
、Ｈ
Ａ
Ｌ
社
）も
そ
う
し
た
主
体
の

一
つ
。延
べ
1
5
0
の
道
内
生
産
農
家
と
契
約
し
生
産

を
サ
ポ
ー
ト
。15
品
目
程
度
の
仕
入
れ
を
行
って
い
ま
す
。

  

九
州
の
農
業
生
産
法
人
か
ら
の
打
診
が    

　
産
地
化
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

　
Ｈ
Ａ
Ｌ
社
が〝
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
〞の
取
り
組
み
を

始
め
た
の
は
2
0
2
0
年
。き
っ
か
け
は
、サ
ツ
マ
イ
モ

の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
手
広
く
行
っ
て
い
る
、農
業

生
産
法
人
株
式
会
社
く
し
ま
ア
オ
イ
フ
ァ
ー
ム（
本
社
：

宮
崎
県
。以
下
、く
し
ま
社
）か
ら
の
打
診
で
し
た
。「
北

海
道
で
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
拡
大
に
一
緒
に
取
り
組

ん
で
も
ら
え
な
い
か
。」く
し
ま
社
は
、2
0
1
8
年
秋

以
降
、九
州
な
ど
で
広
が
っ
た「
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
」の

影
響
を
受
け
供
給
力
が
低
下
。そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の

が
北
海
道
で
し
た
。需
要
量
に
対
し
安
定
的
に
供
給
で

き
る
態
勢
の
構
築
に
向
け
今
後
、主
産
地
の
補
完
的
役

割
を
担
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
、と
見
込
ん
だ
の

で
す
。

　
実
は
、Ｈ
Ａ
Ｌ
社
に
は
打
診
の
あ
る
以
前
か
ら
、「
温

暖
化
に
よ
り
、栽
培
す
る
作
物
の
一
部
で
収
量
や
品
質

に
悪
影
響
が
出
始
め
て
い
る
。代
替
し
て
作
付
け
で
き
る

作
物
が
な
い
か
」と
い
っ
た
声
が
複
数
の
契
約
農
家
か
ら

届
い
て
い
ま
し
た
。サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
へ
の
参
入
サ
ポ
ー

ト
は
、道
内
生
産
農
家
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
も
つ

な
が
る
と
判
断
。打
診
へ
の
応
諾
回
答
に
多
く
の
時
間

は
か
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

  「
高
系
14
号
」を
メ
イ
ン
に
据
え

  

栽
培
農
家
を
サ
ポ
ー
ト

　
2
0
2
0
年
2
月
、Ｈ
Ａ
Ｌ
社
は
既
存
契
約
農
家

に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
へ
の
参
入
に
向
け
、初
め
て

説
明
会
を
開
催
。作
付
け
が
実
質
1
年
目
と
な
っ
た

2
0
2
1
年
産
で
は
、①「
紅
は
る
か
」、②「
シ
ル
ク
ス

イ
ー
ト
」、③「
高
系
14
号（
通
称
：
金
時
芋
）」の
３
品
種

（
①
②
は
し
っ
と
り
・
ね
っ
と
り
系
、③
は
ホ
ク
ホ
ク
系
）

を
選
定
し
、栽
培
農
家
９
軒
で
生
産
量
16
ｔ
の
実
績
で

し
た
。道
内
産「
高
系
14
号
」に
つ
い
て
は
、収
穫
後
数
ヵ

月
保
管
す
る
こ
と
で
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
に
な
り
、か

つ
甘
み
も
強
く
な
る
こ
と
を
実
際
に
確
認
。そ
し
て
、収

量
効
率
、収
穫
作
業
や
販
売
の
し
や
す
さ
な
ど
を
総
合

的
に
評
価
し
、２
年
目
か
ら
は
作
付
品
種
を
ほ
ぼ「
高

系
14
号
」に
絞
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

地銀9行
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レポート
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9
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取
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介
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が
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今
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可
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性
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す
。
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内
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。
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サ
ツ
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モ
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Ｈ
Ａ
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Ｇ
Ｒ
Ｅ
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Ｎ
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る
取
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み
事
例
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交
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て
〜

　
ま
た
、毎
年
収
穫
後
に
は
、次
年
産
作
付
け
に
向
け

た
改
善
点
等
の
共
有
を
図
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・
く
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Ｈ
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農
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作
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の
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可
能
性
を
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め
る
サ
ツ
マ
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農
業
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れ
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北
海
道
で
す
が
既
存
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物
の
一
部
で
は
、地
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温
暖
化
等
に
よ
り
収
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質
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等
の
影
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が
み
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
、

足
元
で
産
地
化
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、道
内
農
業
に
お
け
る〝
新
風
〞と
し
て
今
後
、代
表

的
な
作
物
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。 

　
道
内
全
体
で〝
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
〞の
う
ね
り
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
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温
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性
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あ
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究
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発
、②
道
内
で
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制
の

構
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品
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確
保
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達
コ
ス
ト
抑
制
）、③
長
期
安
定

供
給
を
図
る
た
め
の
貯
蔵
施
設
の
整
備
、④
道
内
に
お

け
る
加
工
需
要
の
創
出
、な
ど
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。公
設
を
含
む
研
究
機
関
、各
種
主
体
、生
産
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家
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加
工
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販
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者
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が
一
体
と
な
っ
た
取
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が

一
層
重
要
に
な
る
と
い
え
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す
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（
文
責：株
式
会
社
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
　黒
瀧  

隆
司
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

写真１ サツマイモの圃場（芽室町内の契約農家） 写真2 収穫作業の様子（長沼町内の契約農家）

写真3 集荷後の「高系14号」
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３
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か
ら
は
作
付
品
種
を
ほ
ぼ「
高

系
14
号
」に
絞
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
年
収
穫
後
に
は
、次
年
産
作
付
け
に
向
け

た
改
善
点
等
の
共
有
を
図
る
べ
く
、栽
培
農
家
・
く
し
ま

社
・
Ｈ
Ａ
Ｌ
社
が
一
同
に
会
し
て
情
報
交
換
会
を
実

施
。こ
の
間
、自
社
情
報
誌
で
の
栽
培
情
報
発
信
、契
約

先
向
け
声
掛
け
の
継
続
、生
産
者
間
で
の
紹
介
な
ど
を

通
じ
て
着
実
に
参
入
農
家
を
開
拓
。直
近
の
2
0
2
3

年
産
で
は
、栽
培
農
家
30
軒
で
生
産
量
約
3
0
0
ｔ（
作

付
面
積
約
15
ha
）と
、参
入
農
家
数
・
生
産
規
模
と
も

順
調
に
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す（
農
林
水
産
省
ま
と
め
の

直
近
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
計
算
す
る
と
、道
内
サ
ツ
マ

イ
モ
生
産
量
に
占
め
る
Ｈ
Ａ
Ｌ
社
契
約
先
生
産
量
の
割

合
は
約
16
％
）。今
後
は
、冷
涼
地
で
も
収
量
効
率
の
高

い
新
品
種「
ゆ
き
こ
ま
ち
」の
試
験
導
入
な
ど
も
視
野
に

い
れ
、「
生
産
量
5
0
0
ｔ
が
当
面
の
目
標
」（
産
地
開

発
部
・
八
木
橋
主
任
）と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
道
の
代
表
的
作
物
の
一
つ
に
な
る        

　
可
能
性
を
秘
め
る
サ
ツ
マ
イ
モ

　〝
農
業
王
国
〞と
呼
ば
れ
る
北
海
道
で
す
が
既
存
作

物
の
一
部
で
は
、地
球
温
暖
化
等
に
よ
り
収
量
減
・

品
質
低
下
等
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
、

足
元
で
産
地
化
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、道
内
農
業
に
お
け
る〝
新
風
〞と
し
て
今
後
、代
表

的
な
作
物
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。 

　
道
内
全
体
で〝
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
〞の
う
ね
り
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、①
よ
り
低
温
耐
性
の

あ
る
品
種
の
研
究
・
開
発
、②
道
内
で
の
育
苗
体
制
の

構
築（
品
質
確
保
、調
達
コ
ス
ト
抑
制
）、③
長
期
安
定

供
給
を
図
る
た
め
の
貯
蔵
施
設
の
整
備
、④
道
内
に
お

け
る
加
工
需
要
の
創
出
、な
ど
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。公
設
を
含
む
研
究
機
関
、各
種
主
体
、生
産
農
家
、

加
工
・
販
売
事
業
者
等
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

一
層
重
要
に
な
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

（
文
責：株
式
会
社
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
　黒
瀧  

隆
司
）
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

写真１ サツマイモの圃場（芽室町内の契約農家） 写真2 収穫作業の様子（長沼町内の契約農家）

写真3 集荷後の「高系14号」

  

道
産
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
面
積
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生
産
量
は
直
近
３
年
間
で
急
増

　
サ
ツ
マ
イ
モ
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作
付
面
積
お
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び
生
産
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出
所
：
農

林
水
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省「
作
物
統
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査
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み
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と
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国
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生
産
農
家
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齢
化
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後
継
者
不
足
等
を
背
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ち
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減
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基
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推
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図
表
１-

①
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ま
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４
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鹿
児
島
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茨
城
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葉
・
宮
崎
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占
め
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
な
か
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ま

で
栽
培
に
は
不
適
と
さ
れ
て
き
た
冷
涼
地
の
北
海

道
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は
、2
0
2
3
年
産
の
作
付
面
積
が
1
0
0
h
a

（
2
0
2
0
年
産
比
４
倍
）、生
産
量
が
1,
8
7
0
ｔ

（
同
4
・
2
倍
）と
直
近
３
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間
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急
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図
表
１-

②
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作
付
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積
・
生
産
量
と
も
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国
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占
め
る
割
合
は

0
・
3
％
程
度
と
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、産
地
化
に
向
け

た
動
き
が
着
実
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

    

温
暖
化
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よ
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栽
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適
地
の

  

北
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各
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産
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後
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道
内
に
お
い
て
、〝
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
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向
け
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動
き
が
広
が
っ
て
い
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背
景
に
は
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影
響
、
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ツ
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培
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品
質
メ
リ
ッ
ト
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図
表
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こ
う
し
た
追
い
風
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を
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え
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Ａ
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Ｇ
Ｒ
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下
、Ｈ
Ａ
Ｌ
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そ
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一
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1
5
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生
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農
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と
契
約
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生
産

を
サ
ポ
ー
ト
。15
品
目
程
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の
仕
入
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を
行
って
い
ま
す
。

  

九
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法
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取
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Ｈ
Ａ
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取
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っ
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海
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サ
ツ
マ
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作
付
拡
大
に
一
緒
に
取
り
組
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ら
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い
か
。」く
し
ま
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0
1
8
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以
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、九
州
な
ど
で
広
が
っ
た「
サ
ツ
マ
イ
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基
腐
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影
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を
受
け
供
給
力
が
低
下
。そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の

が
北
海
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で
し
た
。需
要
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に
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し
安
定
的
に
供
給
で

き
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態
勢
の
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築
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向
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今
後
、主
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地
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担
え
る
可
能
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す
。
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打
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培
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作
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一
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収
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付
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契
約
農
家
か
ら

届
い
て
い
ま
し
た
。サ
ツ
マ
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培
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農
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抱
え
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課
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が
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。
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Ａ
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催
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績
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と
り
と
し
た
食
感
に
な
り
、か

つ
甘
み
も
強
く
な
る
こ
と
を
実
際
に
確
認
。そ
し
て
、収

量
効
率
、収
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。
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収
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Ｈ
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が
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会
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情
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を
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誌
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の
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掛
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の
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の
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介
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着
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農
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Ａ
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収
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の
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験
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に
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な
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が
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は
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図
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加
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需
要
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が
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と
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を
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関
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加
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事
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取
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。
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